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一
　
は
じ
め
に

　

茶
道
・
華
道
と
な
ら
ぶ
香
道
は
、
室
町
時
代
か
ら
の
沈
香
を
焚
く
手
法
と
、
平
安

時
代
か
ら
の
伝
統
を
も
つ
薫
物
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
前
者
は
沈
香
そ
の
も
の

を
楽
し
む
こ
と
以
外
に
、
そ
の
後
発
展
し
て
、
参
加
者
が
沈
香
の
異
同
を
答
え
る

「
組
香
」
と
呼
ば
れ
る
ゲ
ー
ム
性
の
高
い
形
態
も
発
生
し
た
。
茶
の
湯
に
お
い
て
「
闘

茶
」
と
呼
ぶ
形
態
の
、
聞
香
に
お
け
る
対
応
物
「
闘
香
」
が
一
つ
の
起
源
で
あ
り
、

そ
れ
が
洗
練
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
組
香
」
に
お
い
て
、
さ
ら
に
ゲ
ー
ム
の
経
過
に
連
動
し
て
、
解
答
の
状
況

を
専
用
の
盤
の
上
で
動
か
す
作
り
物
で
表
現
す
る
、
盤
物
と
い
う
分
野
が
生
じ
た
。

基
本
的
な
「
競
馬
香
」「
名
所
香
」「
矢
数
香
」
な
ど
は
、
一
般
に
も
広
ま
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
三
種
は
様
態
と
し
て
、
二
組
対
向
団
体
戦
、
二
組
対
向
個
人
戦
、
個

人
戦
、
と
な
っ
て
い
る（

（
（

。
様
々
な
組
香
が
作
成
さ
れ
、
か
な
り
複
雑
な
盤
物
組
香
も

作
成
さ
れ
た
。

　

香
道
は
享
保
頃
に
隆
盛
を
極
め
、
流
儀
も
確
立
す
る（

（
（

。
古
典
的
な
組
香
を
多
く
納

め
た
『
香
道
蘭
之
園
』
が
享
保
十
七
年
（1732

）
に
完
全
に
整
理
さ
れ
、
そ
れ
を

引
き
継
い
だ
『
香
道
賤
家
梅
』（
寛
延
元
年 1747

）
と
、
そ
の
方
向
で
の
完
成
形
と

も
言
え
る
『
香
道
籬
之
菊
』（
宝
暦
七
年 1757

）
と
『
源
氏
千
種
香
』（
安
永
二
年 

1773
）
に
至
る
（［
矢
野
・
福
田
・
岩
坪 

20
］（

（
（

）。
ま
さ
に
こ
の
享
保
に
代
表
さ
れ
る

十
八
世
紀
に
、
中
御
門
天
皇
（
元
禄
十
四
年1701

～
元
文
二
年1737

）
に
よ
っ
て

作
成
さ
れ
た
と
伝
承
さ
れ
る
極
め
て
複
雑
な
盤
物
「
四
季
合
香
」
が
成
立
し
た
。
こ

の
組
香
の
内
容
を
記
述
し
た
伝
書
は
現
状
で
は
二
つ
し
か
な
く
、
そ
れ
を
実
行
し
た

資
料
紹
介

　
　
　
中
御
門
院
御
製
「
四
季
合
香
」
―
新
皇
嘉
門
院
本
と
柳
沢
光
綱
本
―

矢
　
野
　
　
　
環 

　

東
京
国
立
博
物
館
に
「
花
笠
香　

盤
立
物
」
と
い
う
大
変
大
部
な
盤
物
香
道
具
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
香
道
具
を
用
い
る
組
香
は
、
実
は
「
四し
き
あ
わ
せ
こ
う

季
合
香
」
と

呼
ば
れ
る
、
中
御
門
天
皇
（
在
位 1709

～35

）
の
御
製
作
に
か
か
る
と
伝
承
さ
れ
る
組
香
で
あ
る
。
筆
者
は
四
半
世
紀
前
、
既
に
一
度
正
し
い
「
四
季
合
香
」
に
つ

い
て
解
説
を
行
っ
た
が
、
博
物
館
登
録
名
は
変
更
で
き
な
い
た
め
か
、
現
在
で
も
尚
「
花
笠
香
」
と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
殆
ど
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
別
の
伝
書

の
翻
刻
と
と
も
に
、
解
説
を
補
充
し
、
正
し
い
認
識
が
広
ま
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
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記
録
も
二
つ
の
み
知
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

　

幸
い
な
こ
と
に
、
こ
の
「
四
季
合
香
」
を
盤
物
と
し
て
実
行
す
る
た
め
の
大
規
模

な
道
具
箪
笥
が
東
京
国
立
博
物
館
に
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
寄
贈
者
吉
田
露
香

が
誤
認
し
て
名
付
け
た
「
花
笠
香
」
と
い
う
名
称
が
博
物
館
蔵
品
に
用
い
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
筆
者
が
か
つ
て
正
し
い
名
称
と
運
用
法
に
つ
い
て
論
説

を
発
表
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
（［
矢
野 

94
］）、
い
ま
だ
に
屡
々
「
花
笠
香
」
と
い
う

名
称
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
か
つ
て
紹
介
し
た
伝
書
と
は
別
の
伝
書
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
厳
密

な
道
具
の
運
用
法
に
つ
い
て
再
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
二
　
伝
　
書

　

伝
書
は
次
の
二
件
が
あ
る
。

（
１
）「
岩
瀬
本
」
柳
原
光
綱
（1711

～60

）
筆
本
。
岩
瀬
文
庫
所
蔵
。109-95

　

外
題　

中
御
門
院
御
製
／
四
季
合
香
御
記
（
柳
原
紀
光
筆
）

　

奥
書　

宝
暦
六
年
後
十
一
月
四
日　
（
柳
原
光
綱
の
花
押（

（
（

）

（
２
）「
鷹
司
本
」
新
皇
嘉
門
院
（1793

～1823.

父
は
鷹
司
政
煕
）
筆
本
。
宮
内
庁

書
陵
部
。
番
号56799.

鷹 612

。　

奥
書
な
し
。

　

外
題　

前
新
皇
嘉
門
院
御
筆
／
四
季
合
香
の
聞
様

　

か
つ
て
筆
者
は
「
岩
瀬
本
」
を
用
い
て
「
四
季
合
香
」
を
解
説
し
た
。「
鷹
司
本
」

は
ほ
ぼ
同
本
で
あ
る
が
、
多
少
の
脱
文
が
あ
る
（
後
の
翻
刻
の
＊
部
分
二
箇
所
）。

今
回
は
鷹
司
本
の
翻
刻
と
と
も
に
、
最
終
的
な
解
説
を
与
え
る
。

　

三
　
聞
様
　
盤
扱

　

組
香
と
し
て
は
、
六
種
類
の
香
を
用
意
す
る
。
こ
の
組
香
は
、
二
段
構
成
で
、
試

香
五
種
、
本
香
十
五
炷
か
ら
な
り
、
か
つ
聞
き
の
名
目
を
用
い
る
、
か
な
り
複
雑
な

も
の
で
あ
り
、
そ
の
御
家
流
構
造
式
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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こ
の
意
味
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
四
種
類
の
香
、
春
夏
秋
冬
は
、
本
香
用
三
包
、

雑
は
二
包
、
恋
は
一
包
を
用
意
す
る
。
さ
ら
に
、
春
夏
秋
冬
と
雑
は
、
試こ
こ
ろ
み
こ
う香
用
と
し

て
一
包
づ
つ
用
意
す
る
。
ま
ず
試
香
を
行
う
。
そ
し
て
、
春
夏
秋
冬
雑
の
本
香
用

十
四
包
を
混
ぜ
合
わ
せ
そ
れ
を
順
次
炷
き
、
二
炷
開
（
に
し
ゅ
開
き 

又
は 

に
ち
ゅ

う
開
き
）
七
度
で
行
う
。
即
ち
、
二
炷
毎
に
正
解
を
発
表
し
、
連れ

ん
じ
ゅ衆（
参
加
者
の
事
）

の
獲
得
し
た
点
数
と
、
盤
の
上
で
何
間
進
め
る
か
を
決
め
る
。こ
れ
が
前
段
で
あ
る
。

　

二
炷
の
前
後
の
組
み
合
わ
せ
に
応
じ
た
「
聞
き
の
名
目
」
と
呼
ぶ
特
別
な
標
語
廿

五
語
を
用
い
て
、
専
用
の
札
を
投
票
し
て
答
え
る
（
札
を
打
つ
と
云
う
）。
こ
の
名

目
は
伝
書
の
最
後
の
部
分
に
記
載
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
そ
し
て
必
要
な
枚
数
の
札
が
用
意

さ
れ
て
い
る
。
正
答
の
場
合
、
そ
の
標
語
を
記
録
に
も
記
載
す
る
。
二
つ
の
本
香
の
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一
方
の
み
を
当
て
た
場
合
は
、「
片
当
た
り
」
と
呼
ぶ
。
記
録
で
は
二
炷
を
左
右
に

割
当
、
当
た
っ
た
方
の
み
そ
の
場
所
に
記
載
す
る
。
当
た
ら
な
か
っ
た
所
は
、
空
白

の
ま
ま
に
残
す
。
あ
る
回
で
、
一
人
だ
け
が
正
解
し
た
場
合
は
「
一
人
聞
」
と
よ
び
、

点
数
や
進
行
す
る
間
数
が
通
常
よ
り
多
く
割
当
ら
れ
る
。

　

前
段
の
十
四
炷
が
終
わ
れ
ば
、
そ
の
炷
殻
を
元
の
包
に
戻
す
。
そ
れ
に
「
恋
」
の

一
包
を
加
え
、
混
ぜ
た
上
で
一
包
を
取
り
出
し
、
炷
く
。
そ
れ
が
後
段
で
あ
り
、
春

夏
秋
冬
雑 

が
出
た
場
合
、
梅
葵
月
雪
杉 

の
札
を
打
つ
。
恋
の
場
合
は
、
恋
の
札
を

打
つ
。
も
し
も
、
春
夏
秋
冬
雑
と
恋
を
聞
き
違
え
た
場
合
は
、
盤
の
上
で
三
間
退
か

ね
ば
な
ら
な
い
。

　

盤
は
、
十
五
間
で
十
溝
が
あ
り
、
溝
と
溝
の
間
に
段
が
あ
る
。
こ
の
「
段
」
は
二

つ
の
伝
書
で
「
た
ん
」
と
記
載
さ
れ
る（

（
（

。
溝
と
段
は
各
々
中
央
に
花
や
柄
を
指
す
穴

が
あ
い
て
い
る
。
左
図
が
そ
の
概
要
図
で
あ
り
、
実
際
に
こ
の
よ
う
な
盤
が
存
在
し

た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
な
お
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
盤
は
、
こ
の
様
式
で

は
な
く
、「
四
季
合
香
」
に
正
式
に
は
使
え
な
い
も
の
で
あ
る（

（
（

。

　

な
お
「
溝
」
は
「
筋
」
と
も
呼
ぶ
。「
段
」
は
溝
の
面
よ
り
高
い
。
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夏
秋
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場
合
、
梅
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月
雪
杉 

の
札
を
打
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。
恋
の
場
合
は
、
恋
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札
を

打
つ
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も
し
も
、
春
夏
秋
冬
雑
と
恋
を
聞
き
違
え
た
場
合
は
、
盤
の
上
で
三
間
退
か

ね
ば
な
ら
な
い
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あ
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あ
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。
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⑦
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⑧
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図
１ 

本
来
の
盤 

十
溝
、
十
五
間
。
溝
の
脇
に
段
あ
り
。 

 

 

な
お
「
溝
」
は
「
筋
」
と
も
呼
ぶ
。「
段
」
は
溝
の
面
よ
り
高
い
。 

 

表
１ 

 

立
物
の
割
当 

 

始
め
、
盤
の
端
に
「
葵
」（
又
は
他
の
葉
）
を
置
く
。
何
か
聞
き
当
れ
ば
、
立
て
る
。

ま
た
、
雑
を
聞
き
当
れ
ば
「
松
」
に
取
り
替
え
る
。
さ
ら
に
、
五
間
に
至
れ
ば
、「
山

吹
」
の
花
を
指
し
そ
の
上
に
「
葵
」
か
「
松
」
を
指
す
。
以
下
同
様
に
進
行
し
、
十
五

間
に
至
れ
ば
、「
水
仙
」
を
指
す
。
こ
れ
で
、
四
季
の
花
と
、「
葵
」
か
「
松
」
の
重
な

っ
た
花
笠
が
で
き
る
。
そ
れ
以
上
当
り
の
場
合
は
、
段
の
上
を
進
行
す
る
。
こ
の
場

合
、「
柄(

ル
ビ
：
え)

」
を
下
部
に
付
し
た
方
が
、
他
の
花
と
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
な
い
。 

  
 

四 

翻
刻 

 
 

 
鷹
司
本
の
翻
刻
を
行
う
。
次
の
方
針
に
従
う
。 

● 
変
体
仮
名
は
、
ハ
ミ
ニ
も
含
め
て
す
べ
て
通
行
の
仮
名
と
す
る
。 

● 

句
読
点
と
、
濁
点
を
付
す
。 

● 

鷹
司
本
に
は
、
多
少
の
脱
文
が
あ
る
。
そ
れ
は
岩
瀬
本
に
よ
っ
て
補
充
し
、
該

当
部
分
は
「 
」
＊ 

と
し
て
表
記
し
た
。 

  

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

立
物

状
況

葵
始
め

松
雑
聞

山
吹

五
間

皐
月

十
間

紅
葉

十
三
間

水
仙

十
五
間

柄 段

表
１　
　

立
物
の
割
当

 　

始
め
、
盤
の
端
に
「
葵
」（
又
は
他
の
葉
）
を
置
く
。
何
か
聞
き
当
れ
ば
、
立
て

る
。
ま
た
、
雑
を
聞
き
当
れ
ば
「
松
」
に
取
り
替
え
る
。
さ
ら
に
、
五
間
に
至
れ
ば
、

「
山
吹
」
の
花
を
指
し
そ
の
上
に
「
葵
」
か
「
松
」
を
指
す
。
以
下
同
様
に
進
行
し
、

十
五
間
に
至
れ
ば
、「
水
仙
」
を
指
す
。
こ
れ
で
、
四
季
の
花
と
、「
葵
」
か
「
松
」

の
重
な
っ
た
花
笠
が
で
き
る
。
そ
れ
以
上
当
り
の
場
合
は
、
段
の
上
を
進
行
す
る
。

こ
の
場
合
、「
柄え

」
を
下
部
に
付
し
た
方
が
、
他
の
花
と
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
な
い
。

四
　
翻
刻

　

鷹
司
本
の
翻
刻
を
行
う
。
次
の
方
針
に
従
う
。

　

●
変
体
仮
名
は
、
ハ
ミ
ニ
も
含
め
て
す
べ
て
通
行
の
仮
名
と
す
る
。

　

●
句
読
点
と
、
濁
点
を
付
す
。

3 
 

夏
秋
冬
雑 

が
出
た
場
合
、
梅
葵
月
雪
杉 

の
札
を
打
つ
。
恋
の
場
合
は
、
恋
の
札
を

打
つ
。
も
し
も
、
春
夏
秋
冬
雑
と
恋
を
聞
き
違
え
た
場
合
は
、
盤
の
上
で
三
間
退
か

ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

盤
は
、
十
五
間
で
十
溝
が
あ
り
、
溝
と
溝
の
間
に
段
が
あ
る
。
こ
の
「
段
」
は
二

つ
の
伝
書
で
「
た
ん
」
と
記
載
さ
れ
る
⑦
。
溝
と
段
は
各
々
中
央
に
花
や
柄
を
指
す

穴
が
あ
い
て
い
る
。
左
図
が
そ
の
概
要
図
で
あ
り
、
実
際
に
こ
の
よ
う
な
盤
が
存
在

し
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
な
お
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
盤
は
、
こ
の
様
式

で
は
な
く
、「
四
季
合
香
」
に
正
式
に
は
使
え
な
い
も
の
で
あ
る
⑧
。 

 

図
１ 

本
来
の
盤 

十
溝
、
十
五
間
。
溝
の
脇
に
段
あ
り
。 

 

 

な
お
「
溝
」
は
「
筋
」
と
も
呼
ぶ
。「
段
」
は
溝
の
面
よ
り
高
い
。 

 

表
１ 

 

立
物
の
割
当 

 

始
め
、
盤
の
端
に
「
葵
」（
又
は
他
の
葉
）
を
置
く
。
何
か
聞
き
当
れ
ば
、
立
て
る
。

ま
た
、
雑
を
聞
き
当
れ
ば
「
松
」
に
取
り
替
え
る
。
さ
ら
に
、
五
間
に
至
れ
ば
、「
山

吹
」
の
花
を
指
し
そ
の
上
に
「
葵
」
か
「
松
」
を
指
す
。
以
下
同
様
に
進
行
し
、
十
五

間
に
至
れ
ば
、「
水
仙
」
を
指
す
。
こ
れ
で
、
四
季
の
花
と
、「
葵
」
か
「
松
」
の
重
な

っ
た
花
笠
が
で
き
る
。
そ
れ
以
上
当
り
の
場
合
は
、
段
の
上
を
進
行
す
る
。
こ
の
場

合
、「
柄(

ル
ビ
：
え)

」
を
下
部
に
付
し
た
方
が
、
他
の
花
と
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
な
い
。 

  
 

四 

翻
刻 

 
 

 

鷹
司
本
の
翻
刻
を
行
う
。
次
の
方
針
に
従
う
。 

● 

変
体
仮
名
は
、
ハ
ミ
ニ
も
含
め
て
す
べ
て
通
行
の
仮
名
と
す
る
。 

● 

句
読
点
と
、
濁
点
を
付
す
。 

● 
鷹
司
本
に
は
、
多
少
の
脱
文
が
あ
る
。
そ
れ
は
岩
瀬
本
に
よ
っ
て
補
充
し
、
該

当
部
分
は
「 

」
＊ 

と
し
て
表
記
し
た
。 

  

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

立
物

状
況

葵
始
め

松
雑
聞

山
吹

五
間

皐
月

十
間

紅
葉

十
三
間

水
仙

十
五
間

柄 段

図
１　

本
来
の
盤　

十
溝
、
十
五
間
。
溝
の
脇
に
段
あ
り
。
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●�

鷹
司
本
に
は
、
多
少
の
脱
文
が
あ
る
。
そ
れ
は
岩
瀬
本
に
よ
っ
て
補
充
し
、
該

当
部
分
は
「　

」
＊ 

と
し
て
表
記
し
た
。

　
（
後
補
表
紙
、
新
題
簽
）

　
　

四
季
合
香
之
聞
様　

完

　
（
元
表
紙
）

　
　

前
新
皇
嘉
門
院
御
筆	

［
本
文
と
異
筆
］

　
　
　

四
季
合
香
之
聞
様	

［
本
文
と
同
筆
］

　
（
内
表
紙
）

　
　
　

四
季
合
香
之
聞
様	
［
本
文
と
同
筆
］

（
一
丁
）

　
　

四
季
合
香
之
記

先
、
春
夏
秋
冬
雑
の
こ
ゝ
ろ
み
い
た
し
候
て
よ
り
、

つ
ぎ
出
す
。
常
の
香
は
、
一
の
香
・
二
の
香
・
三
の
香

と
な
づ
け
を
く
。
此
香
は
春
の
香
四
つ
ゝ
み

に
し
て
一
つ
ゝ
み
は
こ
ゝ
ろ
み
な
り
。
夏
秋
冬
も

お
な
じ
。
雑
の
香
は
三
つ
ゝ
み
に
し
、
壱
つ
ゝ
み
は
こ
ゝ
ろ

み
な
り
。
四
季
雑
の
こ
ゝ
ろ
み
を
仕
り
て
の
ち

常
の
ご
と
く
ま
ぜ
て
て
つ
ぎ
出
す
な
り
。
以
上　
　
　
　
　
　

春
香
三
炷
夏
三
炷
秋
三
炷
雑
之
す
べ
て
二
炷
め　

〳
〵
に
札
を
打
な
り
。
た
と
へ
ば
、
春
二
炷
い
づ
る

と
き
、
き
さ
ら
ぎ
の
札
打
、
ば
ん
の
上
二
間
行
。
一
人

き
ゝ
は
一
点
二
間
行
。
又
春
夏
と
い
づ
る
と
き
、
春�

１
オ
」

冬
と
き
ゝ
て
、
花
如
香
の
札
を
う
つ
。
春
の
香
は

あ
た
り
て
夏
の
香
あ
た
ら
ず
。
さ
れ
ば
こ
れ
を

半
当
と
し
て
右
の
方
へ
よ
せ
て
、
春
の
字
を
書
て

記
に
し
る
す
。
は
じ
め
の
香
は
右
、
後
の
香
は
左
の

方
に
か
く
。
あ
た
り
の
香
、
一
字
を
し
る
す
。
半

あ
た
り
は
、
ば
ん
の
上
一
間
行
。
四
季
の
う
ち
半
当

に
て
も
、
一
人
き
ゝ
に
て
も
、
点
の
さ
た
な
し
。
又
な
に
ゝ
て
も

同
種
の
香
い
づ
る
と
き
、
半
あ
た
り
の
さ
た
な
し
。

四
季
の
う
ち
一
炷
と
雑
一
炷
と
い
づ
る
と
き
、
雑
の

香
ば
か
り
一
人
き
ゝ
は
、
雑
の
字
を
□
。
後
次
第

左
右
に
し
る
す
。
一
点
二
間
行
へ
し
。
雑
二
炷

の
と
き
一
人
き
ゝ
は
、
点
三
つ
五
間
行
。
半
あ
た
り
の�

１
ウ
」

さ
た
な
し
。
四
季
雑
の
香
を
仕
り
て
後
、
四
季

雑
と
も
に
す
べ
て
香
つ
ゝ
み
に
入
、
さ
て
恋
の
香

一
炷
を
四
季
雑
の
う
ち
へ
打
ま
ぜ
て
、
そ
の
う
ち

い
づ
れ
な
り
と
も
、
一
つ
ゝ
み
と
り
て
、
つ
ぎ
出
す
。
後

恋
い
づ
る
と
き
、
あ
た
り
は
二
点
三
間
行
。
一
人
き
ゝ
は

七
点
八
間
行
へ
し
。
四
季
雑
い
づ
る
と
き
、
恋
の

札
う
ち
た
る
先
は
、
三
間
し
り
ぞ
く
。
又
は
恋
い
づ
る
と
き

四
季
雑
の
札
う
ち
た
る
先
香
右
に
同
し
。
又

四
季
雑
い
づ
る
と
き
、
あ
た
り
は
一
点
二
間
行
。
一
人

き
ゝ
は
四
点
五
間
行
。
す
べ
て
香
記
に
は
あ
た
り

ば
か
り
を
し
る
す
べ
し
。



中
御
門
院
御
製
「
四
季
合
香
」
―
新
皇
嘉
門
院
本
と
柳
沢
光
綱
本
―

一
六
（
115
）

　
　

ば
ん
の
上
の
次
第�

２
オ
」

先
、
ば
ん
の
目
十
五
あ
り
。
は
じ
め
、
き
か
ざ
る
う
ち
は
、

ば
ん
の
は
し
に
よ
こ
た
へ
を
く
。
な
に
に
て
も
葉

一
枝
さ
す
。
五
間
ま
で
は
此
の
ま
ま
に
て
行
。
さ
れ
ど

雑
の
香
を
き
か
ば
、
葉
を
と
り
て
松
を
さ
す
。

雑
の
香
を
き
か
さ
る
と
き
は
、
右
の
葉
を
も
と
り
て

を
く
。
五
間
行
ば
、
春
の
季
山
吹
を
さ
す
。
十
間
行
ば

夏
の
き
、
さ
つ
き
を
さ
す
。「
十
三
間
行
ば
、
秋
の
季

紅
葉
を
さ
す
。」
＊　

十
五
間
行
ば
、
冬
季�

＊
「
底
本
に
な
し
」

水
仙
を
さ
す
。
又
、
松
は
多
少
に
よ
ら
ず
、
一
間

に
て
も
雑
の
香
き
ゝ
次
第
、
松
を
さ
す
べ
し
。

又
、
雑
の
香
一
炷
も
き
か
ざ
れ
ば
、
間
数
多
と
も

松
を
さ
ゝ
ず
。
四
季
の
花
さ
す
こ
と
な
し
。
も
し

恋
の
香
き
か
ば
、
な
に
ゝ
て
も
一
季
の
は
な
を	�



２
ウ
」

「
さ
す
べ
し
。
又
、
は
じ
め
の
雑
き
ゝ
て
、
次
に
」
＊�
＊
「
底
本
に
な
し
」

い
づ
る
雑
き
か
ば
、
き
ゝ
次
第
、
松
を
さ
す
。
又
十
五
間

の
後
は
、
だ
ん
の
上
を
行
。

　
　

香
札

　

春
夏　
　
　
　
　
　
　

	

　

夏
春

谷
鶯
迷
新
樹	

三
枚　
　
　

更
衣
惜
春　

	

三
枚

　

春
秋		



　

秋
春

花
紅
葉	

三
枚	

月
花	

三
枚

　

春
冬		


　

冬
春

花
如
雪	

三
枚	

年
内
立
春	

三
枚

　

春
雑		



　

雑
春

春
雨	

二
枚	

曙
梅	

二
枚

　

春
春		



　

夏
秋

二
月	

一
枚	

夏
月
似
秋	

三
枚�

３
オ
」

　

秋
夏		



　

夏
冬

秋
蛍
火
稀	

三
枚	

卯
花
如
雪	

三
枚

　

冬
夏		



　

夏
雑

氷
山
避
暑	

三
枚	

夕
立
風	

二
枚

　

雑
夏		



　

夏
夏

朝
納
涼	

二
枚	

五
月	

一
枚

　

秋
冬		



　

冬
秋

菊
帯
霜	

三
枚	

氷
紅
葉	

三
枚

　

秋
秋		



　

冬
雑

十
五
夜	
一
枚	

雪
中
梅	

二
枚�

３
ウ
」
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雑
冬		



　

冬
冬

峯
木
枯	

二
枚	

雪
霰	

一
枚

　

雑
雑		



　

春

松
竹		



　

梅

　

夏		


　

秋

　

葵		


　

月

　

冬		


　

雑

　

雪		


　

杉

　
　

恋
い
づ
る
と
き
は
、
恋
の
札
打
へ
し

�

４
オ
」

註（
１
）	�「
競
馬
香
」
は
、
赤
黒
二
組
に
分
か
れ
、
各
組
の
当
た
り
外
れ
に
応
じ
て
、
二
頭
の
馬

を
動
か
し
、
先
に
決
勝
点
に
到
達
し
た
方
を
勝
と
す
る
。
盤
は
馬
の
走
る
二
溝
と
、
騎

手
を
落
馬
と
称
し
て
下
ろ
す
た
め
の
段
が
あ
る
。「
名
所
香
」
は
、
桜
の
名
所
吉
野
と
、

紅
葉
の
名
所
龍
田
の
争
い
を
か
た
ど
る
。
桜
と
紅
葉
の
造
花
の
立
物
各
五
本
と
そ
れ
を

対
向
さ
せ
て
進
行
さ
せ
る
盤
か
ら
な
る
。「
矢
数
香
」
は
、
慶
長
十
一
年
（1606

）
か

ら
記
録
さ
れ
る
三
十
三
間
堂
の
通
し
矢
の
矢
数
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
十
人

が
同
一
方
向
に
進
行
す
る
。
こ
れ
ら
の
三
種
類
の
組
香
の
道
具
を
一
括
し
た
「
三
組
盤
」

が
あ
る
。
さ
ら
に
「
名
所
香
」
の
原
形
と
も
さ
れ
る
「
源
平
香
」
の
道
具
を
含
め
た
「
四

種
盤
」
も
作
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）	�

米
川
流
、
志
野
流
、
御
家
流
や
、
そ
れ
ら
全
て
に
関
わ
っ
た
大
枝
流
芳
（
御
家
流
と
し

て
は
岩
田
信
安
と
称
す
る
）、
ま
た
刊
本
『
香
道
秘
伝
書
』
を
祖
と
す
る
も
の
な
ど
、

様
々
な
流
儀
が
並
び
立
っ
た
。
特
に
志
野
流
蜂
谷
宗
先
（1693

～1739

）
と
先
代
宗

栄
は
伝
書
や
制
度
を
整
備
し
た
。
米
川
一
族
は
、
わ
ず
か
に
墓
石
の
み
残
る
米
川
斎
宮

良
信
一
敬
（1763

歿
）
と
そ
の
妻
の
あ
と
は
家
と
し
て
は
断
絶
し
た
。
し
か
し
米
川
流

香
道
は
、
そ
の
後
も
浅
草
の

し
ゅ

香き
ょ
う

舎し
ゃ

春
龍
に
よ
り
、
特
に
江
戸
で
隆
盛
を
極
め
、
春
龍

は
伊
達
家
の
香
道
役
（
茂
木
家
）
の
指
南
役
も
務
め
た
。
米
川
流
の
祖
、
米
川
常
白
と

一
族
の
一
部
の
墓
は
、
筆
者
の
提
案
に
基
づ
き
一
カ
所
に
集
め
た
（
両
親
の
墓
な
ど
は

そ
の
ま
ま
と
し
た
）。

（
３
）	�

同
書
四
六
頁
に
、
十
八
世
紀
の
香
道
関
係
の
簡
易
年
表
が
あ
る
。

（
４
）	�

記
録
は
、
著
者
蔵
で
［
矢
野 

94
］
に
公
開
し
た
も
の
と
、
名
古
屋
市
立
博
物
館
蔵
品
が

あ
る
。

（
５
）	�［
矢
野 

94
］
に
お
い
て
は
、
北
小
路
光
香
の
花
押
か
と
推
定
し
た
が
、
後
の
岩
瀬
文
庫

の
御
調
査
に
よ
り
、
柳
原
光
綱
の
花
押
と
確
定
し
た
。「
岩
瀬
本
」
の
年
紀
宝
暦
六
年

は
『
香
道
籬
之
菊
』
の
序
文
の
年
で
あ
り
（［
矢
野
・
福
田
・
岩
坪 

20
］
参
照
）、
中
御

門
天
皇
退
位
か
ら
四
十
七
年
、
崩
御
か
ら
十
九
年
目
に
あ
た
る
。

（
６
）	�

例
え
ば「
香
札
」の
部
の
冒
頭
は
、
一
炷
目
が「
春
」、
二
炷
目
が「
夏
」の
場
合
は
、「
谷

鶯
迷
新
樹
」
の
札
を
打
ち
、
正
解
の
場
合
は
記
録
に
も
そ
の
名
目
で
記
載
す
る
。
一
炷

目
の
み
が
正
解
の
場
合
、
記
録
で
は
右
寄
せ
に
し
て
「
春
」
と
記
載
し
、
左
側
は
空
白

と
す
る
。

（
７
）	�「
た
」
の
変
体
仮
名
は
岩
瀬
本
で
は
「
多
」、
鷹
司
本
で
は
「
堂
」
で
あ
る
。

（
８
）	�［
矢
野 

94
］
の
カ
ラ
ー
写
真
で
は
、
承
知
の
上
で
蔵
品
の
盤
上
で
交
互
に
進
行
す
る
様



中
御
門
院
御
製
「
四
季
合
香
」
―
新
皇
嘉
門
院
本
と
柳
沢
光
綱
本
―

一
八
（
113
）

に
セ
ッ
ト
し
た
が
、
勿
論
本
来
は
十
人
が
同
一
方
向
に
進
行
す
る
。
端
に
至
れ
ば
段
を

逆
向
き
に
進
行
す
る
。
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